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 《  ４月25日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》     

〇４月22日(金)19 時 ～ 日本会議兵庫神戸セミナー『湊川神社の御創建について』西原秀樹氏(湊川神社権宮司）あすてっぷ神戸 

〇４月29日(祝)７時 ～ 神戸護國神社清掃奉仕活動 おむすびとお茶 07055082577   《５月１５日(日) 沖縄復帰五十周年》 

〇５月３日(火・祝)10 時半 ～ 11 時半 憲法街頭活動 神戸大丸前 13 時 45 分～『憲法フォーラム in 神戸』県学校厚生会館  

〇６月４日(土)14 時～中･西播磨支部学習会 姫路護國神社｢国難を乗り越えてきた先人に学ぶｰ今なお続く国難｣ 金井利孝氏(幹事) 

〇６月25日または17日(金)19 時 ～ 日本会議兵庫神戸セミナー『日本の近代史（特に昭和史）と八代斌助 』(仮）あすてっぷ神戸 

〇７月９日(土)14 時～中･西播磨支部学習会 姫路護國神社『国難を乗り越えてきた先人に学ぶｰ文永の役・弘安の役』堀隆一氏 

              《 ７月10日(日)前後  参議院選挙投開票 》                                   (常任幹事) 

〇７月18日(月・祝)午後 日本会議兵庫県本部総会 記念講演 織田 邦男 元空将 会場 ありまホール（神戸市北区）  

〇８月６日(土)14 時～中･西播磨支部学習会 姫路護國神社『国難を乗り越えてきた先人に学ぶｰ黒船来航』泉 和慶氏(副支部長) 

〇８月11日(木・祝)７時～神戸護國神社清掃奉仕活動および８時４５分～『英霊感謝の集ひ』「島田 叡元沖縄県知事」（予定） 

              《 ８月１５日 終戦記念日祭 》  

〇８月27日(土)午後   中･西播磨支部総会・記念講演会 姫路市勤労市民会館 

〇９月10日(土)14 時～中･西播磨支部学習会 姫路護國神社『国難を乗り越えてきた先人に学ぶｰ日露戦争』土肥清明氏(常任幹事) 

〇10月15日(土)14 時～中･西播磨支部学習会 姫路護國神社『国難を乗り越えてきた先人に学ぶｰ大東亜戦争』三木英一氏(支部長)    

「
旧
姓
の
通
称
使
用
の
拡
大
と
そ
の
周

知
な
ど
第
五
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
に
沿
っ
た
政
策
推
進
を
求
め
る
意
見

書
」
神
戸
市
会
で
採
択
さ
れ
る
！ 

 
 

家
族
の
絆
を
守
る
会 
神
戸
支
部 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
波
礼
子 

  

内
閣
府
の
令
和
三
年
十
二
月
の
統
計
調

査
に
よ
り
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
導
入
を
求

め
る
回
答
は
三
割
に
も
満
た
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
別
姓
導
入
の
推
進
派

は
、
統
計
結
果
を
歪
め
、
あ
た
か
も
世
論

の
七
割
近
く
が
別
姓
に
賛
成
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
数
字
を
歪
曲
し
て
示
し
、
そ
れ

が
説
得
力
と
な
っ
て
、
選
択
的
夫
婦
別
姓

の
法
案
が
各
地
で
採
択
さ
れ
、
兵
庫
に
も

波
が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。 

 

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
導
入
す
れ

ば
、
姓
は
単
な
る
「
個
の
名
称
」
に
な

り
、
「
家
族
の
呼
称
」(

フ
ァ
ミ
リ
ー

ネ
ー
ム)

が
消
失
し
、
「
家
族
の
一
体

感
」
や
「
親
子
の
一
体
感
」
を
失
う
恐
れ

が
あ
り
、
「
子
供
の
福
祉
」
「
子
供
の
利

益
」
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
子
供
の
健
や

か
な
成
長
に
と
っ
て
、
決
し
て
好
ま
し
い

も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
「
先
祖

代
々
の
家
名
」
の
消
滅
に
よ
り
、
お
墓
参

り
や
先
祖
を
敬
う
日
本
の
良
き
伝
統
も
廃

れ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。 

 

「
家
族
の
絆
を
守
る
会
」
や
「
日
本
会

議
兵
庫
女
性
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
選

択
的
夫
婦
別
姓
の
法
案
を
阻
止
し
な
け
れ

ば
と
各
地
に
陳
情
書
を
提
出
す
る
こ
と

を
、
熱
い
想
い
で
推
進
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
思
い
を
受
け
て
、
別
姓
派
の

「
婚
姻
に
よ
り
旧
姓
の
使
用
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
へ
の
不
便
・
不
利
益
が
あ
る
」

と
の
主
張
を
払
拭
す
る
為
、
旧
姓
の
通
称

使
用
に
根
拠
を
与
え
る
法
律
の
整
備
や
旧

姓
の
通
称
使
用
の
拡
充
を
周
知
し
、
第
五

次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
沿
っ
た
政

策
推
進
を
求
め
る
陳
情
書
を
神
戸
市
会
に

提
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
月
二
十
三

日
に
神
戸
市
会
総
務
財
政
委
員
会
に
お
い

て
口
頭
陳
述
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
体
験
で
、
始
め
は
不
安
で
し
た

が
、
守
屋
隆
司
議
員
、
山
下
て
ん
せ
い
議

員
の
ご
助
言
と
ご
尽
力
を
賜
り
、
五
対
四

で
無
事
、
採
択
さ
れ
、
皆
で
大
喜
び
し
ま

し
た
。
同
日
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
派
の
陳

情
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
二
対
七
で
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
九
名
の
方
が
傍
聴
に
か
け
つ

け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
神
社
に
お
参
り
し

て
下
さ
っ
た
方
、
ご
自
宅
や
職
場
で
祈
っ

て
下
さ
っ
た
方
、
応
援
メ
ー
ル
を
下
さ
っ

た
方
、
皆
様
の
国
を
憂
う
る
思
い
に
背
中

を
押
さ
れ
て
、
採
択
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
お
心
が
何
よ

り
有
難
く
、
日
本
の
お
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
仲
間
と
共
に
歩
め
る
幸
せ
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。 

 

三
月
二
十
八
日
、
神
戸
市
会
の
本
議
会

が
行
わ
れ
、
守
屋
隆
司
議
員
よ
り
提
案
説

明
が
な
さ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
無
事

可
決
し
、
意
見
書
が
国
の
関
係
機
関
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
守
屋
先
生
、
山
下
先
生

を
始
め
、
応
援
し
て
下
さ
い
ま
し
た
皆
々

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 



政
令
都
市
神
戸
市
で
採
択
さ
れ
た
の

で
、
他
の
自
治
体
に
も
良
い
影
響
が
あ
り

ま
す
よ
う
に
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。 

以
下
、
意
見
書
を
掲
載
し
ま
す
。 

 

兵
庫
県
議
会
に
て
「
小
中
高
等
学
校
卒

業
証
書
へ
の
通
称
記
載
に
つ
い
て
本
人
・保
護

者
の
意
向
を
尊
重
し
た
対
応
を
と
る
よ
う

自
治
体
教
育
委
員
会
に
周
知
徹
底
を
求
め

る
意
見
書
」が
採
択
さ
れ
る
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
部 

 

 

去
る
三
月
三
十
日
、
兵
庫
県
議
会
本
会

議
に
て
、
表
記
の
意
見
書
が
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
神
戸
市
の

あ
る
高
校
生
が
、
親
の
離
婚
に
よ
り
、
卒

業
証
書
に
お
け
る
旧
姓
の
通
称
使
用
を
求

め
ら
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
頑
な
な
県

教
委
に
働
き
か
け
て
き
て
い
た
問
題
で
、

「
戸
籍
に
お
け
る
夫
婦
同
氏
」
の
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
ネ
ー
ム
」
を
堅
持
し
た
上
で
、

「
子
供
の
氏
の
安
定
性
」
を
損
な
っ
て
は

な
ら
な
い
と
の
高
市
氏
本
来
の
通
称
使
用

法
案
を
補
完
す
る
位
置
づ
け
と
し
て
学
校

卒
業
証
書
に
お
け
る
通
称
の
扱
い
に
つ

き
、
議
連
を
始
め
と
し
た
関
係
議
員
の
ご

尽
力
に
よ
っ
て
、
各
会
派
が
反
対
出
来
な

い
文
言
に
修
正
さ
れ
、
全
会
一
致
の
結
果

を
得
て
国
に
提
出
が
で
き
た
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
評
価
す
べ
き
と
考
え
こ
の
場
で
報

告
さ
せ
て
頂
い
た
次
第
で
す
。 

令
和
四
年
度
支
部
学
習
会
企
画
す
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
・
西
播
磨
支
部 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
が
収
ま
ら
な
い
中
、 

検
討
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
令
和
四
年
度 

支
部
学
習
会
は
、
昨
年
に
引
続
き
予
防
策 

を
実
施
し
、
定
員
を
会
場
枠
の
二
分
の
一
、 

長
机
一
脚
に
二
名
と
し
、
日
本
会
議
会
員 

を
優
先
対
象
に
、
総
数
四
十
名
先
着
順
限 

定
と
し
ま
し
た
。 

 

会
場
で
あ
る
兵
庫
縣
姫
路
護
國
神
社
さ
ま 

の
全
面
協
力
を
仰
ぎ
、
三
密
を
回
避
し
て
開 

催
す
る
こ
と
と
致
し
ま
す
。 

 

今
年
の
テ
ー
マ
は
「日
本
の
国
難
を
乗
り
越 

え
て
き
た
先
人
に
学
ぶ
」 

 

六
月
四
日
（土
）か
ら
、
十
月
十
五
日
（土
） 

ま
で
、
毎
月
一
回
、
計
五
回
を
予
定
し
、
講 

師
に
は
支
部
役
員
が
あ
た
り
ま
す
。
詳
細 

は
、
「日
本
の
息
吹
」四
月
号
折
込
チ
ラ
シ
を 

参
照
く
だ
さ
い
。 

 

三
月
二
十
一
日
を
も
っ
て
、
ま
ん
延
防
止 

等
重
点
措
置
区
域
か
ら
解
除
さ
れ
た
と
は
い 

え
、
ま
だ
ま
だ
慎
重
に
、
安
全
で
安
心
で
き 

る
学
習
会
開
催
を
目
指
し
ま
す
。
会
員
皆 

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申 

し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

中
・西
播
磨
支
部 

土
肥
常
任 
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令
和
四
年
三
月
二
八
日 

衆
議
院
議
長 

参
議
院
議
長 

内
閣
総
理
大

臣 

総
務
大
臣
法
務
大
臣 
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
（
男
女
共
同
参
画
）
内
閣
官
房
長
官 

様 

 
 

 
 

神
戸
市
会
議
長 
坊 
恭
寿 

 

旧
姓
の
通
称
使
用
の
拡
大
や
そ
の
周
知

な
ど
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に

沿
っ
た
政
策
推
進
を
求
め
る
意
見
書 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
二
年
一
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
、

「
夫
婦
の
氏
に
関
す
る
具
体
的
な
制
度
の

在
り
方
に
関
し
、
戸
籍
制
度
と
一
体
と

な
っ
た
夫
婦
同
氏
制
度
の
歴
史
を
踏
ま

え
、
ま
た
家
族
の
一
体
感
、
子
供
へ
の
影

響
や
最
善
の
利
益
を
考
え
る
視
点
も
十
分

に
考
慮
し
（
中
略
）
更
な
る
検
討
を
進
め

る
」
こ
と
及
び
「
婚
姻
に
よ
り
改
姓
し
た

人
が
不
便
さ
や
不
利
益
を
感
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
引
き
続
き
旧
姓
の
通
称
使
用

の
拡
大
や
そ
の
周
知
に
取
り
組
む
」
こ
と

が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
、
婚
姻
に
際
し
て
、
女
性
が
姓
を

改
め
る
例
が
圧
倒
的
多
数
で
す
。
そ
の
た

め
、
旧
姓
の
使
用
範
囲
を
拡
大
す
る
法
制

上
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
女
性

の
社
会
進
出
に
伴
う
不
都
合
を
解
消
し
、

旧
姓
を
使
用
し
や
す
い
環
境
作
り
を
促
進

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
現
状
に

合
っ
た
旧
姓
の
通
称
使
用
の
拡
大
や
そ
の

周
知
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
第
五
次
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
沿
っ
た
政
策
を

推
進
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
九
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

小
中
高
等
学
校
卒
業
証
書
へ
の
通
称
記
載
に
つ
い
て
本
人
・保
護
者
の
意
向
を
尊
重 

し
た
対
応
を
と
る
よ
う
自
治
体
教
育
委
員
会
に
周
知
徹
底
を
求
め
る
意
見
書 

   

昨
今
、
外
国
人
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
、
里
親
家
庭
で
生
活
す
る
児
童
生
徒
、
保
護
者

が
離
婚
・
婚
姻
し
た
児
童
生
徒
等
、
成
育
歴
や
家
族
構
成
、
家
庭
生
活
の
状
況
等
か
ら
、

本
名
と
は
違
う
通
称
で
学
校
生
活
を
送
る
児
童
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
な

ど
、
日
常
生
活
の
多
く
の
場
面
で
通
称
使
用
の
拡
大
を
求
め
る
声
も
あ
る
。 

 

通
称
使
用
の
児
童
生
徒
が
卒
業
証
書
も
通
称
記
載
を
希
望
し
た
場
合
の
取
扱
に
つ
い

て
、
通
称
の
使
用
に
つ
い
て
文
科
省
は
、
「児
童
生
徒
や
里
親
、
保
護
者
等
の
意
向
を
十
分

に
確
認
の
上
で
、
卒
業
式
や
卒
業
証
書
に
お
い
て
通
称
を
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
」
と
い
う
見
解
の
上
で
、
「卒
業
証
書
や
卒
業
証
明
書
に
通
称
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
文
書
を
発
行
す
る
こ
と
等
」、
第
三
者
に
対
す
る
卒
業
の
証
明
に
当
た
り
、
当

該
生
徒
に
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
例
示
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
一
部
の
公
立
学
校
に
お
い
て
は
卒
業
証
書
へ
の
通
称
記
載
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。
学
校
生
活
で
使
い
、
先
生
や
友
人
か
ら
も
親
し
ま
れ
た
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

と
し
て
の
氏
名
（通
称
）を
卒
業
す
る
段
に
な
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
生
徒
の
人
格

と
人
権
を
否
定
し
か
ね
な
い
事
態
が
起
き
て
い
る
。 

 

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
卒
業
証
書
へ
の
通
称
記
載
の
希
望
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
意

向
を
尊
重
し
た
対
応
を
行
う
こ
と
を
都
道
府
県
・市
町
村
教
育
委
員
会
に
可
及
的
速
や

か
に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。  

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

令
和
四
年
三
月
三
十
日 

衆
議
院
議
長 

参
議
院
議
長 

内
閣
総
理
大
臣 

 

様 

内
閣
官
房
長
官 

財
務
大
臣 

文
部
科
学
大
臣 

 

様 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

兵
庫
県
議
会
議
長 
藤
本 

百
男 


